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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 680 ha

平成 20 年度　～ 平成 24 年度 平成 20 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠

まちづくりの経緯及び現況

課題

都道府県名 大阪府 枚方市 枚方中部地区

交付期間 24

歴史と文化を身近に学び生かすとともに、安全で安心に暮らせるまちづくり

　①歴史的遺産と文化施設を活かした、都市の魅力を感じ、住み続けたいまちの形成を図る。

　②幹線道路整備による、道路ネットワークの強化と安全・安心なまちづくりを進める。

○本地区は、西側は淀川が流れ京阪本線が走り、東側は国道１号線が走っています。南側は天野川を経て枚方市駅につながる利便性に富んだ地域となっています。

○この地域の中心となる、関西外国語大学の移転跡地を対象に「安心と輝きの杜」整備計画を策定し、「輝きプラザきらら」の整備をはじめ、中央図書館、防災公園、都市計画道路等の一体的な整備を進めてきました。

○「

「「

「輝

輝輝

輝きプラザきらら

きプラザきららきプラザきらら

きプラザきらら」

」」

」は、・生涯学習情報

生涯学習情報生涯学習情報

生涯学習情報プラザ

プラザプラザ

プラザ：市民の自発的な学習活動・芸術等の文化活動を支援し、生涯にわたって学び続ける環境をつくります。（学習、情報ルーム）・地域活性化支援

地域活性化支援地域活性化支援

地域活性化支援センター

センターセンター

センター：産・学・行政・市民が協働して行う知的創造活動の

場の提供。・地域防災支援

地域防災支援地域防災支援

地域防災支援センター

センターセンター

センター：災害時における備蓄倉庫、臨時災害対策本部室。・教育委員会事務局

教育委員会事務局教育委員会事務局

教育委員会事務局：社会教育部　社会教育課（文化財に関すること）等、歴史

歴史歴史

歴史と

とと

と文化

文化文化

文化の

のの

の情報発信及

情報発信及情報発信及

情報発信及び

びび

び地域防災

地域防災地域防災

地域防災の

のの

の拠点

拠点拠点

拠点となっています。

○この施設を中心とし、・歴史

歴史歴史

歴史の

のの

の軸

軸軸

軸として、北側より片埜神社、史跡として九頭神廃寺、牧野車塚古墳、禁野本町遺跡、百済寺跡、禁野車塚古墳や文化財として渚院跡など歴史的資源が多く点在しています。・文化

文化文化

文化の

のの

の軸

軸軸

軸として、牧野生涯学習センター、

「輝きプラザきらら」と都市計画道路楠葉中宮線を挟んで「中央図書館」、御殿山駅周辺には「教育文化センター」「御殿山生涯学習美術センター」があり、枚方市駅周辺には今後「総合文化施設」の建設や、旧村野小学校の校舎等を改築し、市民による

様々な文化・まちづくり活動を行う施設として、「サプリ村野」の整備を予定しています。

・各施設は、情報発信の拠点となる「輝きプラザきらら」からの情報を活かし、市民に学び・体験してもらうことを目的に活用を図っていきます。

○地区の中心となる車塚公園は、防災公園街区整備事業により、国の史跡に指定されている牧野車塚古墳を中心とした既存の車塚公園（12,000㎡）を総面積5万㎡に拡張し、公園内に防火水槽、耐震性貯水槽、非常用トイレ等を設置し、広大な芝生広

場を災害時の一時的な避難地として活用するほか、復興支援活動や、広域避難地（淀川河川公園、山田池公園）を補完する機能を備えた防災公園

防災公園防災公園

防災公園として整備しています。

○現在、地域幹線道路整備として、枚方藤阪線、楠葉中宮線の整備に取り組んでおり、この道路整備により道路ネットワークの強化と、各施設や歴史遺産などの地域資源をつなぎ「歴史と文化を身近に学び生かす」とともに、災害時の防災拠点施設へ

の避難路が確保される。さらに、新市民病院建設に伴う周辺の道路整備等により、拠点の活用が図れる災害に強い「安全で安心に暮らせるまちづくり」を目指しています。

・拠点となる「輝きプラザきらら」は平成17年4月にオープンしましたが、拠点機能を発揮するために各施設と連携し、それらを支える道路ネットワークの整備が必要。

・本地域では、文化・芸術活動が盛んではあるが、活動の成果を生かす施設が未整備であるため、地域住民の生きがいを創出するための施設整備が必要。

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 平成19年度 平成24年度

ｍ 平成21年度 平成24年度

％ 平成21年度 平成24年度

件／年 平成21年度 平成24年度

・「枚方市都市計画マスタープラン（平成12年2月）」では、都市の魅力を感じる融合と調和のまち形成を整備コンセプトとして、枚方市の中心地に近い利点を活かして若年層から高齢者まで、多世代が永く住み続けることができる住宅地の形成をめざしま

すとしています。各施設をつなぐ道路整備を行ない、それらは災害時の避難路としても活用していきます。

　そのなかで、地域における文化・芸術の創作活動を支える施設では、市民の生涯にわたる「学び」を支える機能を有し、そこで生み出された市民創作活動（学び）の成果を発表するための「学び」を生かす施設を整備することによって、市民の生きがいを

創出します。

　また、「学び」を生かす施設では、地域の歴史・文化・芸術に関する情報を集積し、展示するなど地域住民への情報発信機能を備えることにより、地域の歴史や文化との出会いに触れる機会を与え、日々の生活に潤いや感動をもたらすとともに、心のゆ

とり、地域への愛着の醸成などの相互効果が期待できます。こうした観点から、市民の文化芸術活動などの生涯学習の充実を図り、まちの賑わいを推進していきます。

　さらに、施設整備によりもたらされる効果として、枚方南地区において整備される歴史街道を中心に、歴史性を承継する歴史景観の交流・形成地域と、枚方中部地区で創出される歴史的遺産を中心とした、歴史薫る文化地域とを繋ぐ拠点施設が、両地

区の橋渡しとなり、市民にとって歴史文化をより身近に感じられるまちづくりを進めます。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

イベント等への参加者数

シンポジウム・歴史散策等への参加人数 　歴史遺産を活用したシンポジウム等への参加者数の増加 150 250

幹線道路の渋滞長 渚中宮線のピーク時渋滞長 　道路ネットワークの強化を図るための渋滞長の縮小 120 30

歩行者の安全率 渚中宮線における歩行者が安全に歩ける割合 　安全・安心なまちづくりをすすめるために、歩行空間の確保 70 100

市民活動拠点施設の利用件数

サプリ村野を含む枚方中部地区における市民活動拠点施

設の利用件数

市民・市民団体等の施設利用の増加 11,772 17,512



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

・歴史的遺産と文化を活かした、都市の魅力を感じ、住み続けたいまちの形成を図る。

文化施設や歴史的遺産が多く、それぞれが連携し有効活用が図れるような居住環境整備を行ないます。

各施設や歴史的遺産を土台に、子どもから高齢者まですべての市民が身近に学び、その成果を発表する施設整備を進め、市民の生きがいを創出しま

す。

公園：九頭神廃寺史跡公園整備事業

公園：禁野車塚史跡公園整備事業

まちづくり活動推進事業：歴史遺産活用啓発事業

既存建造物活用：サプリ村野整備事業

・幹線道路整備による、道路ネットワークの強化と安全・安心なまちづくりを進める。

幹線道路の整備により道路ネットワークの強化を図り、この地区の中心でもある市の防災拠点への避難路を確保し、「安全で安心に暮らせるまちづくり」を

進めます。

道路：渚中宮線整備事業

九頭神廃寺

・九頭神廃寺は北河内最古の寺院の一つで、財産を納めた倉垣院(正倉院)・政所院

サプリ村野

・サプリ村野の整備については、昭和48年度に建築され現在廃校となっている旧村野小学校の校舎等を改築し、市民による様々な文化・まちづくり活動の拠点となる施設及び災害時の避難所を整備する。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

枚方市 直 L=90ｍ H22 Ｈ24 H22 H24 32 32 32 32

公園 枚方市 直 A=1,280㎡ H20 H22 H20 H22 100 100 100 100

枚方市 直 A=618㎡ H20 H20 H20 H20 5 5 5 5

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 －

高次都市施設

既存建造物活用事業 枚方市 直 A≒8,100㎡ H23 H24 H23 H24 151 151 151 151

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 288 288 288 0 288

…A

住宅市街地

総合整備

事業

サプリ村野

－

－

－

－

渚中宮線（第一工区）

九頭神廃寺史跡公園

禁野車塚史跡公園

交付期間内事業期間

細項目

うち民負担分

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

（参考）事業期間

交付対象事業費 444 交付限度額 160 国費率 0.36

合計 288 288 288 0 288

…A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

枚方市 直 A≒8,700㎡ H23 H24 H23 H24 151 151 151 151

－

－

枚方市 直 － H20 H24 H20 H24 5 5 5 5

－

合計
156 156 156 0 156

…B

合計(A+B) 444

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

枚方市 国土交通省 A＝3,200㎡ ○ H２０ H２３ 716

枚方市 国土交通省 ○ H１９ H２０ 7

渚中宮線（第二工区）整備事業 禁野本町２丁目～御殿山南町 枚方市 国土交通省 L=160m ○ Ｈ２３ H２４ 76

（都）枚方藤阪線整備事業 禁野本町～西禁野 大阪府 国土交通省 L≒570m ○ H１７ H２7 2,770

枚方市 国土交通省 L≒400m ○ Ｓ５６ H２7 3,387

合計 6,956

（都）枚方藤阪線整備事業（天津橋工区） 岡東町～西禁野２丁目

（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

牧野駅前広場整備事業 京阪電鉄牧野駅周辺

バリアフリー基本構想業務 京阪電鉄御殿山駅等周辺

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

まちづくり活

動推進事業

歴史遺産活用啓発事業 歴史遺産活用啓発事業

－

事業活用調

査

－

－

細項目

うち民負担分

地域創造

支援事業

図書館・子育て支援施設等整備
サプリ村野

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

（参考）事業期間 交付期間内事業期間



都市再生整備計画の区域

　枚方中部地区（大阪府枚方市）

面積 680 ha 区域

枚方市　新町２丁目から牧野阪２丁目の１部
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京阪電車

国道１号

枚方中部地区（680ｈａ）

京阪枚方市駅

京阪御殿山駅

京阪牧野駅

0

1000 m

枚方市

京阪電車

国道１号

枚方中部地区（680ｈａ）

京阪枚方市駅

京阪御殿山駅

京阪牧野駅



イベント等への参加者数 （人／年） 150 （19年度） → 250 （24年度）

市民活拠点施設の利用件数 （件／年） 11,772 （21年度） → 17,512 （24年度）

　枚方中部地区（大阪府枚方市）　整備方針概要図

歴史と文化を身近に学び生かすとともに、安全で安心に暮らせるまちづくり

　①歴史的遺産と文化施設を活かした、都市の魅力を感じ、住み続けたいまちの形

代表的な 市民活拠点施設の利用件数 （件／年） 11,772 （21年度） → 17,512 （24年度）

歩行者の安全率 （％） 70 （21年度） → 100 （24年度）

幹線道路の渋滞長 （ｍ） 120 （21年度） → 30 （24年度）

目標

　①歴史的遺産と文化施設を活かした、都市の魅力を感じ、住み続けたいまちの形

成を図る。

　②幹線道路整備による、道路ネットワークの強化と安全・安心なまちづくりを進め

る。

代表的な

指標

○関連事業

御殿山バリアフ
○関連事業

牧野駅前広場

○関連事業（府事業）

（都）枚方藤阪線整備事業 御殿山バリアフ

リー基本構想
牧野駅前広場

整備事業

京阪電車

（都）枚方藤阪線整備事業

大阪府事業

京阪御殿山駅
京阪牧野駅

京阪枚方市駅

■基幹事業

九頭神廃寺史跡公園

整備事業

○関連事業（市事業）

（都）枚方藤阪線整備事業

（天津橋工区）

京阪枚方市駅 整備事業

■基幹事業

渚中宮線整備事業

○関連事業（市事業）

渚中宮線整備事業

（第二工区）

凡 例
■基幹事業

禁野車塚史跡公園整

渚中宮線整備事業

（第一工区）

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

国道１号

禁野車塚史跡公園整
備事業

0 1000 m
□提案事業

歴史遺産活用啓

発事業■基幹事業

サプリ村野整備事業

□提案事業

図書館・子育て支

援施設等整備事業


